
第
二
編富

士
宮
の
自
然
と
向
き
合
っ
た
人
々



第
一
章  

先
史
〜
中
世

136

火
山
噴
出
物
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

　
富
士
宮
市
域
に
あ
る
遺
跡
の
多
く
は
、
富
士
山
の
広
大
な
山
麓
を
中
心
に
分

布
し
て
お
り
、
富
士
山
の
火
山
噴
出
物
や
そ
れ
ら
を
主
な
母
材
と
し
た
風
化
火

山
灰
土
や
土
壌
に
よ
っ
て
厚
く
覆
わ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
住
居
や
倉
庫
な
ど
の
建
造
物
は
、
掘
削
し
や
す
い
風
化
火
山
灰
土
を

建
物
の
基
礎
と
し
て
利
用
し
て
作
ら
れ
、
ま
た
造
成
さ
れ
た
平
坦
地
は
、
日
常

生
活
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
建
造
物
な
ど
が
放
棄
さ
れ
る
と
、
新
た
な
風
化
火
山
灰
土
や
火
山
噴
出

物
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
そ
れ
ら
を
埋
没
さ
せ
て
い
く
。
私
た
ち
が
遺
跡
や

遺
構
に
み
る
土
層
断
面
に
は
、
そ
の
土
地
の
利
用
と
放
棄
さ
れ
埋
没
し
て
い
く

土
地
と
人
々
と
の
関
わ
り
の
歴
史
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
土
層
中
に
挟
ま
る
火

山
噴
出
物
は
、
当
時
の
人
々
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
た
災
害
要
因
を
表
す
だ

け
で
な
く
、
こ
の
地
に
住
む
人
々
の
生
活
様
式
の
変
遷
を
理
解
す
る
上
で
不
可

欠
な
年
代
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
火
山
噴
出
物
」
と
は
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
直
接

も
た
ら
さ
れ
る
溶
岩
・
噴
石
・
火
砕
流
・
火
砕
サ
ー
ジ
・
降
下
火
砕
物
（
主
に

ス
コ
リ
ア
）
な
ど
を
指
す
。
そ
の
中
に
は
、
よ
り
遠
方
の
火
山
の
噴
火
に
よ
っ

て
飛
来
し
た
ガ
ラ
ス
質
の
細
粒
な
火
山
灰
で
構
成
さ
れ
る
降
下
火
砕
物
も
含
ま

れ
る
。
こ
の
う
ち
、
溶
岩
・
噴
石
・
火
砕
流
・
火
砕
サ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ら
に
含

ま
れ
る
噴
出
物
そ
の
も
の
の
熱
や
衝
撃
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
命

や
生
活
空
間
を
奪
う
噴
火
現
象
で
あ
り
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
）、
そ
の
痕

第
一
章

先
史
〜
中
世
：
自
然
を
生
か
し
た
暮
ら
し
と
信
仰
心
の
め
ば
え

第
一
節
　
火
山
噴
出
物
か
ら
わ
か
る
遺
跡
の
年
代
と
分
布

写真１−１　
榛
はる

名
な

山二ッ岳の噴火の火砕流・火砕サージ堆積物に埋没した「 甲
よろい

を着た古墳人」
群馬県渋川市の金井東裏遺跡で発見された。
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跡
は
地
形
や
地
層
と
し
て
明
瞭
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
１−

１
）。

一
方
、
降
下
火
砕
物
は
、
上
空
に
放
出
さ
れ
て
破
砕
さ
れ
た
マ
グ
マ
が
固
化
し

て
落
下
・
堆
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
地
面
の
凹
凸
や
生
活
面
を
そ
れ
ら

の
形
状
ど
お
り
に
覆
う
こ
と
か
ら
、
降
下
火
砕
物
か
ら
な
る
地
層
の
縞し

ま

模
様
は

同
じ
時
に
堆
積
し
た
こ
と
を
示
す
等
時
間
面
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
富
士
山
か
ら
噴
出
し
た
大
沢
ス
コ
リ
ア
は
、
富
士
宮
市
域
に
厚
く
堆
積
し

て
お
り
、
こ
の
地
域
の
代
表
的
な
降
下
火
砕
物
で
あ
る
。

　
日
本
列
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
多
く
の
火
山
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
破
局
的・

爆
発
的
噴
火
に
よ
っ
て
高
く
噴
き
上
げ
ら
れ
た
噴
出
物
は
偏
西
風
に
よ
っ
て
広

域
に
運
ば
れ
た
後
、
富
士
山
麓
に
も
降
下
・
堆
積
し
、
細
粒
な
火
山
灰
の
地
層

と
し
て
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
肉
眼
で
視
認
で
き
る
ほ
ど
明
瞭
で
厚
い
も
の

も
あ
れ
ば
、
風
化
火
山
灰
土
の
中
に
火
山
ガ
ラ
ス
や
鉱
物
粒
子
の
濃
集
部
と
し

て
混
在
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
質
の
細
粒
な
火
山
灰
を
「
広
域
テ
フ
ラ
」
と
も
呼
び
、

富
士
山
麓
で
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
離
れ
た
地
域
で
確
認
し
た
地
層
と
そ
の
堆

積
し
た
年
代
を
つ
な
ぐ
重
要
な
存
在
で
あ
る
（
写
真
１−

２
）。
最
近
の
調
査

結
果
も
含
め
る
と
、
主
な
も
の
と
し
て
、
噴
出
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
、

富
士
山
の
活
動
開
始
時
期
の
指
標
と
な
る
御お

ん

岳た
け

火
山
起
源
の
御
岳
第
一
テ
フ
ラ

（
町
田 

一
九
九
〇
：
On−

Pm1 

約
一
〇
万
年
前
）、
古
富
士
火
山
（
富
士
火
山
星ほ

し

山や
ま

期
）
の
降
下
火
砕
物
か
ら
な
る
地
層
中
に
挟
在
す
る
姶あ

い

良ら

カ
ル
デ
ラ
起
源
の

姶
良
Tn（
丹た

ん

沢ざ
わ

）
テ
フ
ラ
（
町
田
・
新
井 

一
九
七
六
：
AT 

約
三
万
年
前
）、
浅あ

さ

間ま

火
山
起
源
の
立
川
ロ
ー
ム
上
部
ガ
ラ
ス
質
テ
フ
ラ
（
山
崎 

一
九
七
八
：
UG 

約
一
万
三
〇
〇
〇
年
～
一
万
四
〇
〇
〇
年
前
〈
最
近
で
は
一
万
八
〇
〇
〇
年
前

前
後
の
知
見
も
あ
り
〉）、
九
州
南
方
海
域
の
鬼き

界か
い

カ
ル
デ
ラ
起
源
の
鬼
界
ア
カ

ホ
ヤ
テ
フ
ラ
（
町
田
・
新
井 

一
九
七
八
：
Ｋ−

Ah 

約
七
三
〇
〇
年
前
）、
伊
豆

諸
島
北
部
新
島
火
山
起
源
の
新に

い

島じ
ま

式し
き

根ね

島じ
ま

テ
フ
ラ
（
小
林
ほ
か 

二
〇
二
〇
：

Nj
−

Sk 

約
七
〇
〇
〇
年
前
）、
伊
豆
東
部
火
山
群
の
カ
ワ
ゴ
平だ

い
ら

火
山
起
源
の
カ

ワ
ゴ
平
テ
フ
ラ
（
葉
室 

一
九
七
七
：
Kg 

約
三
二
〇
〇
年
前
）
そ
し
て
、
新
島

火
山
の
南
西
に
あ
る
神こ

う

津づ

島し
ま

火
山
起
源
の
神
津
島
天
上
山
テ
フ
ラ
（
杉
原
ほ
か 

二
〇
〇
一
：
Kz−
Tj 

八
三
八
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
（
表
１−

１
）。

　
こ
れ
ら
広
域
テ
フ
ラ
が
降
下
・
堆
積
し
た
層
位
（
降
灰
層
準
）
と
遺
構
・
遺

物
の
形
成
・
包
含
層
準
と
の
層
位
関
係
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
跡
の

成
立
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
域
テ
フ
ラ
を
始
め
と
し
て
地

層
中
に
挟
在
す
る
火
山
噴
出
物
は
「
時
間
の
物
差
し
」
と
し
て
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
。

テ フ ラ 年　　代

神津島天上山テフラ

カワゴ平テフラ

新島式根島テフラ

鬼界アカホヤテフラ

立川ローム上部
ガラス質テフラ

Ｋｚ-Ｔｊ 西暦838年

約10万年前

約7000年前

約3200年前
縄文後期・晩期の境界の目安

約7300年前
縄文時代早期と前期を分ける目安

約１万3000年～１万4000年前
（最近では１万8000年前前後
の知見もあり）

約３万年前
後期旧石器時代を前半と後半
で分ける目安

Ｋｇ

Ｎｊ-Ｓｋ

Ｋ-Ａｈ

ＵＧ

姶良Ｔｎ（丹沢）テフラ ＡＴ

御岳第一テフラ Ｏｎ-Ｐｍ１

表１−１　広域テフラとその年代
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写真１−２　広域テフラが確認できる主な地点とその堆積状況
「➡︎」を付した位置に広域テフラを確認できる。

③ 姶良Tn （丹沢）テフラ（小山町柴怒田）

① カワゴ平テフラ（富士宮市麓）※２層に別れてみえる

露頭で視認できる広域テフラの主な確認地点

④ 御岳第１テフラ（小山町柳島）

② カワゴ平テフラ（Kg）（御殿場市太郎坊）
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図１−１　大鹿窪遺跡、滝戸遺跡周辺の地形と溶岩流分布

白矢印は、溶岩の流れた方向を示す。

縄
文
時
代
の
遺
跡
に
み
ら
れ
る
火
山
噴
出
物
と
そ
の
年
代

　
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
、
滝た

き

戸ど

遺
跡
と
い
っ
た
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
溶
岩
流
を
覆
う
風
化
火
山
灰
土
お
よ
び
土
壌
中
よ

り
、
遺
構・遺
物
な
ど
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
風
化
火
山
灰
土・

土
壌
中
か
ら
は
、
富
士
火
山
起
源
の
ス
コ
リ
ア
層
や
広
域
テ
フ
ラ
起
源
の
火
山
ガ

ラ
ス
も
確
認・検
出
さ
れ
、遺
跡
の
成
立
年
代
を
知
る
手
掛
り
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
の
令
和
二
年
度
発
掘
調
査
で
は
、
発
掘
エ
リ
ア
の
東
半
部
に
溶

岩
が
分
布
し
て
い
た
（
図
１−

１
a
）。
そ
の
分
布
形
状
は
、
北
西
か
ら
南
東
に

向
か
っ
て
鶏
の
脚
の
形
の
よ
う
に
拡
が
っ
て
お
り
、
溶
岩
流
の
表
面
に
は
、
そ

の
流
れ
の
方
向
を
示
す
縄
状
構
造
を
伴
っ
て
い
る
（
図
１−

１
c
）。
ま
た
、
こ

の
溶
岩
は
大
き
な
斜
長
石
斑
晶
に
富
む
特
徴
的
な
岩
相
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の

特
徴
よ
り
、
大
鹿
窪
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
溶
岩
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
西
側
を
北

か
ら
南
に
芝
川
沿
い
を
流
下
す
る
芝
川
溶
岩
流
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
六
、
約

一
万
七
〇
〇
〇
年
前
）
で
あ
り
（
図
１−

１
b
）、
大
鹿
窪
遺
跡
は
少
な
く
と

も
そ
の
年
代
よ
り
新
し
い
時
期
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

芝
川
溶
岩
流
を
覆
う
風
化
火
山
灰
土
・
土
壌
に
着
目
す
る
と
、
そ
の
中
に

は
、
富
士
火
山
起
源
の
降
下
ス
コ
リ
ア
層
と
し
て
、
上
位
か
ら
、
大
沢
ス
コ
リ

ア
（
町
田 

一
九
六
四
：
Os
）、
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
（
村
山
ス
コ
リ
ア
〈
町
田 

一
九
六
四
〉
に
対
比
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
）
の
各
地
層
を
確
認
で
き
る
（
図

１−

２
）。
こ
の
ほ
か
、
地
表
の
耕
作
土
直
下
に
は
、
大お

お

淵ぶ
ち

ス
コ
リ
ア
（
宮
地　

一
九
八
八
：
Ob
）
に
対
比
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
ス
コ
リ
ア
の
密
集
部
を
確
認
で

き
る
。

　

一
方
、
広
域
テ
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
火
山
ガ
ラ
ス
の
濃
集
層
準
と
そ
れ
を

構
成
す
る
火
山
ガ
ラ
ス
の
形
態
、
屈
折
率
お
よ
び
主
成
分
化
学
組
成
の
特
徴

に
基
づ
き
、
既
知
の
広
域
テ
フ
ラ
と
の
対
比
と
そ
の
降
灰
層
準
の
特
定
を
試

み
た
。
そ
の
結
果
、
Ob
が
密
集
す
る
土
壌
質
黒
色
シ
ル
ト
層
（
２
層
）
中
は
Kz

−

Tj
の
降
灰
層
準
、
Os
直
下
の
土
壌
質
黒
色
～
暗
灰
色
シ
ル
ト
（
5A
層
）
に
Kg

a

bc
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の
降
灰
層
準
、
そ
の
下
位
の
暗
褐
～
暗
灰
色
風
化
火
山
灰
土
（
6B
層
）
最
下
部

に
Nj−

Sk
と
Ｋ−

Ah
両
テ
フ
ラ
の
降
灰
層
準
が
推
定
さ
れ
た
。
芝
川
溶
岩
流
を

覆
う
明
褐
色
風
化
火
山
灰
土
（
7A
～
10
層
）
に
は
、
UG
起
源
の
火
山
ガ
ラ
ス
が

散
在
し
て
お
り
、
明
瞭
な
濃
集
層
準
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
UG
の
年
代
は
芝

川
溶
岩
流
の
年
代
と
近
接
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
降
灰
層
準
は
芝
川

溶
岩
流
の
挟
在
層
準
と
ほ
ぼ
一
致
、
も
し
く
は
芝
川
溶
岩
の
下
位
に
あ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
鹿
窪
遺
跡
で
の
発
掘
結
果
に
よ
れ
ば
、
6B
層
か
ら
7B
層
で
縄
文
早
期
か

ら
草
創
期
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
層
位
区
間
の
最
上
位
に
あ
た
る
6B

層
で
広
域
テ
フ
ラ
で
あ
る
Nj

−

Sk
と
Ｋ

−

Ah
の
降
灰
層
準
が
推
定
さ
れ
、
約

七
〇
〇
〇
年
前
の
年
代
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
7B
層
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
が

一
万
二
五
〇
〇
～
一
万
三
三
〇
〇
年
前
の
年
代
を
示
す
こ
と
か
ら
（
本
章
第

三
節
）、
建
物
接
地
面
の
年
代
は
一
万
三
五
〇
〇
年
前
頃
、
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ

ア
の
年
代
は
周
囲
に
分
布
す
る
溶
岩
の
年
代
も
考
慮
し
て
一
万
三
五
〇
〇
～

一
万
四
〇
〇
〇
年
前
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
大
鹿
窪
で
は
、
建
物
建
築
前
に
オ
レ
ン
ジ
ス
コ

リ
ア
が
す
で
に
降
下
・
堆
積
し
て
お
り
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
住
居
が
建
築

さ
れ
、
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
大
鹿
窪
遺
跡
内
の

別
の
遺
構
で
は
よ
り
古
い
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
式
な
ど
か
ら

一
万
五
〇
〇
〇
～
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
の
年
代
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
小
林 

二
〇
一
九・二
〇
二
〇
）。

　
な
お
、
滝
戸
遺
跡
の
令
和
三
年
度
発
掘
調
査
で
は
、
芝
川
溶
岩
流
よ
り
新
し

い
約
一
万
年
前
に
噴
出
し
た
外と

神が
み

溶
岩
流
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
六
〈
図
１−

１

b
〉）
を
被
覆
す
る
風
化
火
山
灰
土
中
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
物
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
風
化
火
山
灰
土
・
土
壌
か
ら
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
で
確
認
さ
れ

た
同
じ
層
位
で
富
士
火
山
起
源
の
ス
コ
リ
ア
層
お
よ
び
広
域
テ
フ
ラ
起
源
の
火

山
ガ
ラ
ス
濃
集
層
準
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
物
は
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ

図１−２　大鹿窪遺跡の土層断面
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ア
層
上
位
の
UG
起
源
の
火
山
ガ
ラ
ス
の
み
を
含
む
明
褐
色
風
化
火
山
灰
土
層
準

か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
滝
戸
遺
跡
は
大
鹿
窪
遺
跡
よ
り
新
し
い
遺

跡
で
あ
る
こ
と
を
広
域
テ
フ
ラ
分
析
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

富
士
宮
市
の
遺
跡
分
布
と
そ
の
変
遷

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
が
自
然
環
境
に
適
応
し
な

が
ら
生
活
し
、
そ
の
痕
跡
が
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
分
布
は
、

当
時
の
生
活
や
社
会
の
在
り
方
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
何
を
受
け
入
れ
た

の
か
を
示
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
分
布
を
時
期
別
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
そ
の
変

遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
は
、
火
山
噴
出
物
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
年
代
を
軸
に
、
時
期
ご

と
の
遺
跡
分
布
を
と
お
し
て
富
士
宮
の
自
然
を
舞
台
と
し
た
人
々
の
活
動
を
み

て
い
く
。

写真１−３　大鹿窪遺跡で確認された広域テフラ
　　　　　　起源の火山ガラス

図１−３　時代区分と層序の対比

カワゴ平テフラ
（透明な軽石型火山ガラス）

鬼界アカホヤテフラ
（透明なバブルウォール型火山ガラス）
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図
１−

３
は
、
時
代
区
分
ご
と
の
遺
構
や
遺
物
が
埋
ま
っ
て
い
る
地
層
（
以

下
「
遺
物
包
含
層
」
と
い
う
）
と
代だ

い

官か
ん

屋や

敷し
き

遺
跡(

富
士
根
地
域
）、
千せ

ん

居ご

遺

跡
・
大
鹿
窪
遺
跡
・
小こ

塚づ
か

遺
跡
（
芝
川
流
域
）
お
よ
び
滝
戸
遺
跡
・
下し

も

高た
か

原は
ら

遺

跡
（
星
山
丘
陵
）
の
模
式
的
地
層
を
広
域
テ
フ
ラ
お
よ
び
富
士
火
山
の
主
な
降

下
火
砕
物
に
よ
り
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
中
の
降
下
火
砕
物
の
う
ち
、「
千

居
ス
コ
リ
ア
」
は
、
千
居
遺
跡
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
降
下
ス
コ
リ
ア
で
、
千

居
遺
跡
以
外
で
は
層
と
し
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
代
官
屋
敷
遺
跡
や
滝

戸
遺
跡
な
ど
で
地
層
中
に
散
在
す
る
。
本
章
第
三
節
で
述
べ
る
と
お
り
富
士
宮

市
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
と
後
期
の
境
界
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
表
中
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
層
位
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
よ
り
下
位
の
層
序
は
、
遺
物
包
含
層
の
調
査

が
進
ん
で
い
る
愛あ

し

鷹た
か

・
箱
根
地
域
と
の
対
比
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　

図
１

−

４
は
、
時
代
区
分
ご
と
の
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
を
グ
ラ
フ
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
数
は
、『
富
士
宮
市
遺
跡
地
図 

―
第
４
版
― 

』

（
二
〇
一
三
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
時
期
区
分
は
そ
の
後
の
検
討
に
よ
り

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
を
加
除
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
跡
地
名
表
の

時
期
区
分
に
よ
る
計
数
に
、
時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
た
遺
跡
や
時
期
が
広
が
っ

た
遺
跡
を
加
え
、
ほ
か
の
時
期
と
な
っ
た
遺
跡
を
除
外
し
た
。
本
編
に
お
け
る

市
域
の
遺
跡
数
は
こ
れ
に
よ
る
。

　
ま
た
、
検
討
に
当
た
っ
て
、
地
理
・
地
形
お
よ
び
遺
跡
の
疎
密
状
況
に
基
づ

い
て
次
の
と
お
り
区
分
し
た
。

　
①　
富
士
宮
扇
状
地
お
よ
び
周
辺
高
地

　
②　
潤
井
川
流
域  

潤
井
川
の
屈
曲
部
よ
り
上
流
の
段
丘
、
潤
井
川
低

　
　
　
地
、
潤
井
川
低
地
よ
り
下
流
の
沿
岸
お
よ
び
星
山
丘
陵
、
安
居
山

　
　
　

低
地
な
ど

　
③　
芝
川
流
域  

羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
南
部
の
西
斜
面
、
芝
川
中
流
域
、
羽
鮒
丘

　
　
　
陵
北
部
な
ど
。

図１−４　地域における遺跡数の時代変遷
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る
と
少
な
い
。

　
古
墳
時
代
は
前
期
に
は
弥
生
時
代
後
期
よ
り
増
加
す
る
が
、
地
域
的
な
傾
向

は
弥
生
時
代
後
期
と
変
わ
ら
な
い
。
中
期
に
は
富
士
宮
扇
状
地
お
よ
び
周
辺
高

地
を
残
し
て
途
絶
え
る
。
後
期
に
は
若
干
回
復
す
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
地
域

差
が
あ
り
、
潤
井
川
流
域
の
高
台
や
富
士
根
地
域
で
は
古
墳
が
多
く
な
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。

　
次
節
以
降
は
、
時
代
別
に
特
徴
を
み
て
い
く
。
説
明
に
あ
た
り
遺
物
包
含
層

に
つ
い
て
は
、
図
１−

３
の
本
書
で
の
区
分
名
称
に
よ
る
。
ま
た
、
日
本
全
国

お
よ
び
静
岡
県
の
遺
跡
数
に
つ
い
て
は
文
化
庁
の
『
平
成
二
八
年
度
埋
蔵
文
化

財
関
係
統
計
資
料
』
の
平
成
二
八
年
度
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
数
を
参
照

し
、
本
文
中
で
は
「
包
蔵
地
数
」
と
す
る
。

　
④　
富
士
根
地
域

　
⑤　
朝
霧
高
原

　
⑥　
稲
子
川
流
域

　
⑦　
富
士
川
西
岸
（
内う

つ

房ぶ
さ

地
区
）

　
⑧　
山
体
西
斜
面
か
ら
大
沢
扇
状
地

　
こ
の
う
ち
、
山
体
西
斜
面
か
ら
大
沢
扇
状
地
に
は
先
史
時
代
の
遺
跡
の
分
布

は
な
い
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
二
四
八
遺
跡
で
、
こ
の
う
ち
先
史
時
代
（
後
期
旧

石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
）
の
遺
跡
は
二
一
九
遺
跡
で
あ
る
。
表
１−
２
は
、

先
史
時
代
の
主
な
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
図
１−

５
は
主
な
遺
跡
を
赤
色
立
体

地
図
に
描
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
四
遺
跡
の
み
で
あ
る
。

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
全
国
で
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
静
岡
県
で
も
箱

根
・
愛
鷹
山
麓
か
ら
磐い

わ

田た

原ば
ら

を
中
心
に
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
は

対
照
的
に
少
な
い
。

　
縄
文
時
代
に
は
い
る
と
、
草
創
期
は
一
〇
遺
跡
で
早
期
に
増
加
し
た
の
ち
前

期
に
一
旦
減
少
し
、
中
期
に
大
き
く
増
加
し
た
後
、
晩
期
に
か
け
て
大
き
く
減

少
し
、
確
認
さ
れ
る
の
は
八
遺
跡
と
な
る
。
地
域
別
に
見
て
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向

を
示
す
が
、
早
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
減
少
の
時
期
に
潤
井
川
流
域
・
芝
川

流
域
で
大
き
く
減
少
す
る
の
に
対
し
、
富
士
根
地
域
で
は
三
割
程
度
の
減
少
に

と
ど
ま
る
。
ま
た
、
朝
霧
高
原
、
稲
子
川
流
域
お
よ
び
富
士
川
西
岸
で
は
縄
文

時
代
中
期
の
ご
く
短
期
間
に
遺
跡
が
進
出
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
弥
生
時
代
に
は
前
期
の
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
は
一
遺
跡
の
み
と
な
り
、
中
期

も
五
遺
跡
と
少
な
い
。
後
期
に
は
増
加
す
る
が
、
縄
文
時
代
に
比
べ
る
と
少
な

い
。
地
域
的
に
み
る
と
分
布
の
中
心
は
潤
井
川
流
域
で
、
縄
文
時
代
に
あ
ま
り

分
布
し
な
か
っ
た
富
士
宮
扇
状
地
お
よ
び
周
辺
高
地
に
も
現
れ
る
。芝
川
流
域・

富
士
根
地
域
で
も
確
認
さ
れ
る
が
、
潤
井
川
流
域
と
同
様
、
縄
文
時
代
に
比
べ
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表１－２　富士宮市内の遺跡の一覧（主要遺跡を抜粋。ただし、古墳は表１−３に別掲。）
◎ 確実なもの　　○ ほぼ確実なもの　　△ 時期が明らかになったもの
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図１－５　富士宮市内の主な遺跡の位置
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第
二
節
　
後
期
旧
石
器
時
代 （
四
万
年
前
～
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
）

　
富
士
宮
市
に
お
け
る
人
々
の
活
動
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
始
ま
る
。
日

本
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代
は
、約
四
万
年
前
か
ら
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
で
、

姶あ
い

良ら

Tn
（
丹た

ん

沢ざ
わ

）
テ
フ
ラ
（
火
山
灰
）
の
降
下
を
目
安
に
前
半
期
と
後
半
期
に

区
分
さ
れ
る
。「
日
本
列
島
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
台だ

い

形け
い

様よ
う

石
器
群
・
ナ
イ

フ
形
石
器
群・尖せ

ん

頭と
う

器き

石
器
群・細さ

い

石せ
き

刃じ
ん

石
器
群
の
順
で
変
遷
が
た
ど
れ
る
」（
堤　

二
〇
一
一
）。『
日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
―
日
本
旧
石
器
（
先
土
器
・

岩
宿
）
時
代
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
―
』
に
よ
れ
ば
、
全
国
で
は
一
万
一
五
〇

遺
跡
、
静
岡
県
は
二
六
一
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
包
蔵
地
数
は
全

国
で
七
九
二
八
遺
跡
、
静
岡
県
は
四
〇
二
遺
跡
で
あ
る
。

　
後
期
旧
石
器
時
代
の
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
こ
れ
ま
で
八
遺
跡
と
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
う
ち
四
遺
跡
は
そ
の
後
の
検
討
で
縄
文
時
代
草
創
期
と
さ
れ
た

た
め
、
確
実
な
も
の
は
下し

も

高た
か

原は
ら

遺
跡
・
小こ

塚づ
か

Ａ
遺
跡
・
小
塚
Ｃ
遺
跡
・
沼ぬ

ま

久く
ぼ

保さ
か

坂う
え

上
遺
跡
の
四
遺
跡
で
あ
る
（
図
１−

６
）。

　

下
高
原
遺
跡
は
潤
井
川
流
域
の
星ほ

し

山や
ま

丘
陵
で
確
認
さ
れ
、
ナ
イ
フ
形
石
器

や
尖
頭
器
な
ど
の
狩
猟
具
が
出
土
し
た
（
写
真
１−

４
）。
遺
物
包
含
層
（
図

１−

３
②
）
は
愛
鷹
山
麓
の
第
Ⅰ
黒
色
帯
か
ら
第
Ⅰ
ス
コ
リ
ア
層
に
対
比
さ
れ

（
中
村　

二
〇
一
一
）、
三
万
～
二
万
八
〇
〇
〇
年
前
と
考
え
ら
れ
る
（
三
好　

二
〇
一
〇
）
が
、
富
士
宮
市
域
の
他
の
遺
跡
の
遺
物
包
含
層
と
の
対
比
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

　
小
塚
Ａ
遺
跡
・
小
塚
Ｃ
遺
跡
は
芝
川
流
域
の
羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
南
部
で
確
認
さ
れ
、

ナ
イ
フ
形
石
器
や
尖
頭
器
な
ど
の
狩
猟
具
や
細さ

い

石せ
き

刃じ
ん

核か
く

・
剥は

く

片へ
ん

（
石
器
製
作
の

素
材
や
破
片
）
な
ど
が
出
土
し
た
（
小
野
ほ
か　
一
九
七
二
、
写
真
１−

５
）。

遺
物
包
含
層
は
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
お
よ
び
暗
褐
色
砂
質
土
層
で
あ
る
（
図
１

−
３
①
②
）。
な
お
、
小
塚
Ａ
遺
跡
で
は
、
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
下
部
で
AT
と

さ
れ
る
火
山
ガ
ラ
ス
が
検
出
さ
れ
AT
よ
り
下
位
に
も
遺
物
包
含
層
が
あ
る
可
能

図１−６　後期旧石器時代の遺跡
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性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
芝
川
町
教
育
委
員
会　
一
九
九
五
a
）。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
い
ず
れ
も
河
川
を
望
む
高
台
に
位
置
し
、
ほ
と
ん
ど
の
遺

跡
は
台
地
上
の
開
け
た
場
所
に
立
地
す
る
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
い

ず
れ
も
田
貫
湖
岩が

ん

屑せ
つ

な
だ
れ
や
他
の
土
石
流
堆
積
物
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い

高
台
に
あ
る
。
富
士
宮
市
内
の
他
の
場
所
に
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
田
貫
湖
岩
屑
な
だ
れ
や
他
の
土
石
流
堆
積
物
に
埋
め
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
検
出
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

写真１−４　下高原遺跡の発掘現場と出土遺物

写真１−５　小塚 A 遺跡の発掘現場と出土遺物
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縄
文
時
代
の
包
蔵
地
数
は
、
全
国
で
九
万
四
八
四
四
遺
跡
、
静
岡
県
内

で
は
二
四
一
八
遺
跡
で
あ
る
。
最
終
氷
期
の
最
も
寒
冷
な
時
期
を
過
ぎ
た
約

一
万
六
〇
〇
〇
年
前
頃
か
ら
植
生
が
変
化
す
る
。
狩
り
の
対
象
は
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
ほ
か
に
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
敏び

ん

捷し
ょ
う

な
動
物
に
変
わ
り
、
新

し
い
狩
り
の
道
具
と
し
て
弓
矢
が
発
明
さ
れ
た
。
粘
土
の
加
熱
に
よ
る
化
学
変

化
を
応
用
し
て
土
器
が
発
明
さ
れ
、
煮し

ゃ

沸ふ
つ

用
具
と
し
て
使
用
さ
れ
、
可
食
範
囲

が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
た
め
、
ド
ン
グ
リ
・
ト
チ
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
な
ど
の
堅

果
類
が
食
料
の
主
体
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
は
、
温
暖
な
気
候

下
の
自
然
環
境
に
適
応
し
、
採
集
経
済
の
も
と
で
定
住
生
活
を
送
っ
た
時
代
と

い
え
る
。

　
一
般
的
に
は
土
器
様
式
に
よ
り
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩

期
の
六
期
に
区
分
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
は
、
食
料
資
源
に
恵
ま
れ
人
口
が
大
き

く
増
加
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
時
期
別
・
地
域
別
に
み

る
と
増
減
が
著
し
い
。
東
日
本
で
は
中
期
に
人
口
が
大
き
く
増
加
し
た
後
、
晩

期
に
向
か
っ
て
大
き
く
減
少
す
る
。
西
日
本
で
は
後
期
に
向
か
っ
て
次
第
に
増

え
、
弥
生
時
代
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
こ
の
傾
向
は
遺
跡
数
で
も
み
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
一
五
八
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
湧
水
が
多
い
潤
井
川
流
域
の

高
台
、星ほ

し

山や
ま

丘
陵
、芝
川
流
域
の
高
台
、富
士
根
地
域
の
開か

い

析せ
き

谷こ
く

（
浸
食
に
よ
っ

て
で
き
た
谷
）
の
高
台
に
集
中
す
る
（
図
１−

７
）。
総
体
的
に
は
静
岡
県
東

部
と
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
地
理
的
に
関
東
地
方
・
中
部
山
地
・
東
海

地
方
の
境
界
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
各
地
の
変
化
を
反
映
し
た
動
き
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
富
士
宮
市
域
で
の
出
来
事
の
時
期
（
層
準
）
を
特

定
す
る
こ
と
は
、
日
本
全
国
の
変
化
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
出
土
層
準
に
よ
る
遺
跡
間
の
時
期
を
比
較
す
る
が
、
表
面

採
集
に
よ
る
場
合
や
地
層
が
か
く
乱
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
出
土
遺
物
と
出

土
層
準
の
関
係
が
十
分
吟
味
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
土
器
形

式
に
よ
る
編
年
も
参
考
と
し
た
。 

な
お
、
縄
文
時
代
の
土
器
編
年
は
、
小
林

謙
一
（
二
〇
一
七
）
に
準
拠
す
る
。

草
創
期
（
約
一
万
五
八
〇
〇
年
前
～
一
万
一
五
〇
〇
年
前
）

　
縄
文
時
代
草
創
期
は
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
の
移
行
期
に
あ
た
る
。
氷
期
末

期
の
い
わ
ゆ
る
「
寒
の
も
ど
り
」
の
再
寒
冷
期
で
気
候
は
不
安
定
な
時
期
と
考

え
ら
れ
る
。
人
々
の
食
生
活
で
は
、ア
ク
抜
き
の
技
術
が
定
着
し
、ド
ン
グ
リ・

ト
チ
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
な
ど
の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
た
。
遺
跡
の
立
地
は
、
定

住
化
の
始
ま
り
や
、
河
川
漁
労
な
ど
生せ

い

業ぎ
ょ
う

の
多
様
化
な
ど
旧
石
器
時
代
と
は
異

な
る
生
活
様
相
に
適
し
た
場
所
に
移
り
、
段
丘
面
か
ら
丘
陵
面
や
低
地
面
へ
の

進
出
が
み
ら
れ
る
。

　
静
岡
県
内
の
遺
跡
数
は
、『
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
・
住
居
数
』（
静
岡

県　
一
九
九
四
、
以
下
「
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
」）
に
よ
れ
ば
六
遺
跡

で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
は
、
芝
川
流
域
の
小こ

塚づ
か

Ａ
遺
跡
と
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
後
期
旧
石
器
時
代
ま
た
は
縄
文
時
代
の
時
期
不
詳
と
さ
れ
て
い

る
遺
跡
の
う
ち
、
潤
井
川
流
域
の
滝た

き

戸ど

遺
跡
、
芝
川
流
域
の
山や

ま

際ぎ
わ

遺
跡
、
富
士

根
地
域
の
上か

み

石い
っ

敷し
き

遺
跡
・
若わ

か

宮み
や

遺
跡
な
ど
八
遺
跡
は
出
土
遺
物
か
ら
草
創
期
の

可
能
性
が
高
い
。

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
物
包
含
層
の
上
限
は
漸ぜ

ん

移い

帯た
い

上
面
で
あ
る
（
図
１

−

３
）。
下
限
に
つ
い
て
は
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
よ
り
下
位
で
草
創
期
の
遺
物

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
中
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
黄
褐
色
火
山
灰
土
層
は
、
愛あ

し

鷹た
か

山
麓
の
休や

す
み

場ば

層
（
約
一
万
五
〇
〇
〇
～
二
万
三
〇
〇
〇
年
前
）
と
対
比
し
て

第
三
節
　
縄
文
時
代 （
一
万
五
八
〇
〇
年
前
～
二
四
〇
〇
年
前
）
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図１−７　縄文時代の主要な遺跡
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い
る
遺
跡
も
あ
る
が
、
草
創
期
の
包
含
層
と
し
て
休
場
層
よ
り
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
草
創
期
の
遺
跡
の
う
ち
大
鹿
窪
遺
跡
で
は
、
竪
穴
住
居
址し

が
一
五
基
、
竪
穴

状
遺
構
が
二
基
検
出
さ
れ
た
。
竪
穴
住
居
址
の
う
ち
一
〇
基
は
馬ば

蹄て
い

形け
い

と
な
っ

て
広
場
を
持
ち
、
そ
の
中
に
土
坑
・
集
石
・
配
石
を
築
い
て
い
る
（
写
真
１−

６
）。
遺
構
・
遺
物
は
Ⅰ
～
Ⅲ
期
に
分
け
ら
れ
（
図
１−

３
③
）、
Ⅰ
期
は
遺
物

の
形
式
な
ど
か
ら
一
万
六
〇
〇
〇
～
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
の
年
代
が
推
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
放
射
性
炭
素
同
位
体
に
よ
る
年
代
測
定
か
ら
、
Ⅱ
期
は

一
万
三
三
〇
〇
～
一
万
二
九
〇
〇
年
前
を
含
む
年
代
、
Ⅲ
期
は
一
万
二
九
〇
〇

～
一
万
二
五
〇
〇
年
前
を
含
む
年
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
小
林
ほ
か　

二
〇
二
二
）。
集
落
と
し
て
同
時
期
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
住
居
の
最
大

数
は
七
基
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
長
期
間
の
定
住
と
い
う
よ
り
季
節
的
な
移

動
の
中
で
繰
り
返
し
住
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
出
土
遺
物
か
ら
小
塚
Ａ
遺
跡
・
滝
戸
遺
跡
は

大
鹿
窪
遺
跡
の
Ⅱ
期
、
小こ

松ま
つ

原ば
ら

Ａ
遺
跡
・
若
宮
遺
跡
は
大
鹿
窪
遺
跡
の
Ⅲ
期
よ

り
少
し
後
の
草
創
期
終
末
に
対
比
さ
れ
、
当
該
時
期
に
お
け
る
富
士
宮
市
域
の

人
々
の
流
れ
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
が
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
草
創
期
の
包
含
層
下
限
の
確
定
を
含
め
た
層
準
の
検
討

が
課
題
で
あ
る
。

縄
文
時
代
早
期
（
約
一
万
一
五
〇
〇
年
前
～
七
〇
〇
〇
年
前
）

　
気
候
は
温
暖
と
な
り
海
水
温
が
上
昇
し
海
進
（
海
面
が
上
昇
し
、
海
岸
線
が

内
陸
に
移
動
す
る
こ
と
）
が
起
き
、植
物
質
食
料
や
水
産
資
源
の
利
用
が
進
み
、

定
住
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
文
化
圏
が
成
立
す
る
。
早
期
後
半
に
な
る
と
生
産
・

加
工
用
の
石
器
が
充
実
し
、
釣
り
針
の
出
現
や
貝
塚
の
成
立
な
ど
生
業
体
系
に

変
化
が
起
き
た
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
五
二
六
遺
跡
で
あ
る
。
早
期
前
半
に
縄
文
文

写真１−６　大鹿窪遺跡の遺構と出土遺物

竪穴住居跡 令和 2 年度調査区全景
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化
が
定
着
し
、東
部
で
集
落
が
増
え
る
が
、中
部・西
部
は
少
な
い
。『
静
岡
県
史
』

に
よ
れ
ば
早
期
前
半
で
は
お
お
む
ね
東
部
が
関
東
地
方
、
中
部
以
西
は
西
日
本

の
影
響
が
あ
る
が
、
そ
の
後
関
東
地
方
の
影
響
が
西
部
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
早
期
後
半
に
な
る
と
、
愛
鷹
山
麓
・
箱
根
を
中
心
に
東
部
で
遺

跡
数
が
増
加
し
、
中
部
に
も
広
が
り
を
見
せ
る
。
一
方
、
西
日
本
か
ら
中
部
山

地
に
中
心
を
移
し
た
文
化
の
影
響
が
静
岡
県
西
部
か
ら
中
部
ま
で
及
ぶ
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
五
三
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
の
立
地
は
、
小
河
川
を

望
む
高
台
が
多
い
。
遺
物
包
含
層
は
、
暗
褐
色
土
層
（
富
士
黒
）
の
下
底
か
ら

早
期
と
前
期
の
境
界
の
目
安
と
さ
れ
る
Ｋ−

Ah
ま
で
で
あ
る（
図
１−

３
④
）が
、

Ｋ−

Ah
は
富
士
宮
市
域
で
は
地
層
中
に
単
層
と
し
て
堆
積
し
て
い
る
こ
と
は
少

な
く
認
識
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
早
期
の
初
め
は
潤
井
川
流
域
の
安あ

居ご

山や
ま

低
地
で
小
松
原
Ａ
遺
跡
が
草
創
期
か

ら
続
き
、
星
山
丘
陵
で
は
下し

も

高た
か

原は
ら

遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
芝
川
流
域
で
は
小
塚

Ａ
遺
跡
、
富
士
根
地
域
で
は
若
宮
遺
跡
が
草
創
期
か
ら
続
く
。
若
宮
遺
跡
は
東

海
地
方
の
縄
文
時
代
早
期
を
代
表
す
る
遺
跡
で
、
早
期
と
し
て
は
全
国
屈
指
の

規
模
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
竪
穴
住
居
二
八
棟
、
炉ろ

穴あ
な

跡
六
〇
基
、
集
石
土
坑
跡

一
三
基
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
多
数
の
遺
物
も
出
土
し
た
（
写
真
１−

７
）。
そ

の
ほ
か
、
上
石
敷
遺
跡
、
箕み

の

輪わ

遺
跡
・
代だ

い

官か
ん

屋や

敷し
き

遺
跡
な
ど
が
現
れ
る
。

　
早
期
の
中
頃
に
な
る
と
、
潤
井
川
流
域
に
滝
戸
遺
跡
・
月つ

き

の
輪わ

平だ
い
ら

遺
跡
な
ど

が
現
れ
る
。
富
士
根
地
域
で
は
、早
期
の
初
め
こ
ろ
に
現
れ
た
遺
跡
が
途
絶
え
、

代
わ
っ
て
滝た

き

ノの

上う
え

遺
跡
・
出い

ず
り

水み
ず

遺
跡
な
ど
が
短
期
間
現
れ
る
。
富
士
宮
扇
状
地

で
は
、
浅
間
大
社
遺
跡
の
北
側
の
高
地
で
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
初
め
て
進
出
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
土
器
の
系
統
か
ら
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
に
お
け
る
文

化
の
変
遷
を
み
る
と
、
早
期
中
頃
に
関
東
文
化
圏
か
ら
東
海
・
近
畿
の
影
響
が

強
く
な
る
時
期
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
が
ど
の
層
準
に
あ
た
る
の
か
は
特
定
で

き
て
い
な
い
。

　
早
期
末
に
は
鬼き

界か
い

カ
ル
デ
ラ
が
噴
火
し
、
九
州
南
部
の
文
化
を
壊
滅
さ
せ
、

噴
出
し
た
火
山
灰
（
Ｋ−
Ah
）
の
影
響
は
、
前
期
末
に
起
き
た
東
海
地
方
西
部

お
よ
び
関
東
地
方
か
ら
中
部
山
地
へ
の
人
々
の
移
動
を
引
き
起
こ
し
た
と
の
指

摘
も
あ
り
（
小
松　
二
〇
〇
五
）、
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
跡
数
激
減
と
の

関
係
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

写真１−７　若宮遺跡の発掘調査区と住居址

集石土坑 竪穴住居跡
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縄
文
時
代
前
期
（
約
七
〇
〇
〇
年
前
～
五
五
〇
〇
年
前
）

　
後
氷
期
の
最
温
暖
期
に
あ
た
り
、
海
進
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
文
化
の
中
心
は

鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
で
壊
滅
し
た
南
部
九
州
か
ら
、
東
北
地
方
や
東
日
本
に
中

心
が
移
る
。
土
器
の
器
形
・
文
様
・
組
み
合
わ
せ
は
年
代
差
・
地
域
差
が
著
し
く

な
る
。
土
偶
・
石
棒
な
ど
の
呪
物
や
装
身
具
が
登
場
し
、
祭さ

い

祀し

施
設
と
思
わ
れ
る

巨
大
な
施
設
も
登
場
す
る
。
定
住
性
は
さ
ら
に
高
ま
り
環
状
集
落
が
構
築
さ
れ
、

遠
浅
の
海
岸
に
は
多
く
の
貝
塚
も
現
れ
る
。
関
東
地
方
の
内
陸
で
は
コ
ナ
ラ
・
ク

リ
な
ど
の
暖
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
る
が
、
関
東
地
方
・
中
部
地
方
の
沿
岸
か

ら
西
日
本
は
照
葉
樹
林
と
な
る
。
植
物
の
採
集
・
狩
猟
・
漁
労
な
ど
の
道
具
は
ほ

ぼ
出
そ
ろ
い
、
木
製
品
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
漆
の
技
術
も
開
発
さ
れ
た
。
水

産
資
源
を
食
物
資
源
に
組
み
込
み
、
関
東
東
部
で
は
内
湾
性
漁
労
が
発
達
す
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
三
二
五
遺
跡
で
、
早
期
よ
り
減
少
す
る
。
遺
跡

数
は
東
部
に
多
く
、
中
部
・
西
部
で
少
な
い
。
前
期
後
半
に
な
る
と
活
性
化
し

て
東
部
を
中
心
に
増
加
し
、
中
部
・
西
部
で
も
増
え
る
。

　

富
士
宮
市
域
で
は
二
一
遺
跡
に
減
少
す
る
。
遺
物
包
含
層
は
、
暗
褐
色
土

層
（
富
士
黒
）
の
Ｋ−

Ah
よ
り
上
位
で
あ
る
（
図
１−

３
⑤
）。
前
半
は
芝
川
流

域
で
大
鹿
窪
遺
跡
、
潤
井
川
流
域
の
高
台
に
滝
戸
遺
跡
、
富
士
根
地
域
で
箕
輪

A
・
B
遺
跡
（
以
下
「
箕
輪
遺
跡
」）・
峯
石
遺
跡
・
代
官
屋
敷
遺
跡
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
東
海
地
方
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
こ
の
う
ち
、
箕
輪
遺
跡
は
早
期
か

ら
後
期
ま
で
続
く
大
型
遺
跡
で
、
早
期
前
半
の
土
器
を
伴
う
竪
穴
住
居
群
が
見

つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
１−

８
）。
滝
戸
遺
跡
・
小
塚
Ａ
遺
跡
・
箕
輪
遺
跡
な

ど
は
そ
の
後
も
続
き
、
さ
ら
に
、
前
期
中
頃
を
境
に
星
山
丘
陵
に
月
の
輪
平
遺

跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
富
士
根
地
域
で
は
代
官
屋
敷
遺
跡
が
再
出
現
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ラ
ビ
平だ

い
ら

遺
跡
な
ど
が
現
れ
る
。
前
期
後
半
に
は
出
土
す
る
遺
物
の

傾
向
が
変
わ
り
、
関
東
地
方
・
中
部
山
地
の
遺
物
が
多
く
な
る
。
遺
物
の
傾
向

が
変
わ
る
時
期
は
、
前
期
中
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
出
土
し
た
土
器
の
層
準

を
遺
跡
ご
と
に
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

縄
文
時
代
中
期
（
約
五
五
〇
〇
年
前
～
四
五
〇
〇
年
前
）

　
中
期
前
半
ま
で
に
日
本
列
島
に
九
つ
の
地
域
圏
が
成
立
し
た
。
石
器
の
種
類

は
植
物
質
食
料
の
利
用
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
、
関
東
地
方
・
中
部
山
地
に
は

ク
リ
林
の
文
化
が
成
立
し
た
。
漁
業
技
術
は
、
関
東
以
北
か
ら
北
海
道
で
は
多

様
な
漁
法
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
の
立
地
は
、
小
河
川
の
流
域
や
湧

写真１−８　箕輪遺跡の発掘調査区全景
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水
に
近
い
場
所
に
な
る
。
中
期
末
に
な
る
と
、
気
候
の
寒
冷
化
に
よ
る
環
境
変

化
に
よ
り
、
関
東
地
方
で
遺
跡
数
の
減
少
が
始
ま
る
。
ま
た
、
最
上
川
中
・
下

流
域
（
中
村　
二
〇
一
三
）、
八
戸
市
南
部
（
菅
原　
二
〇
一
七
）
な
ど
で
も

遺
跡
立
地
の
変
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
一
〇
七
一
遺
跡
で
あ
る
。
伊
豆
半
島
で
は
、

西
関
東
の
関
連
が
深
く
、愛
鷹・箱
根
か
ら
掛
川
に
か
け
て
は
八
ヶ
岳
山
麓
（
中

部
山
地
）
の
中
期
文
化
と
よ
く
似
た
内
容
の
文
化
が
現
れ
る
。
ま
た
、
遠と

お
と
う
み江
西

部
の
平
野
部
に
は
、
近
畿
・
瀬
戸
内
系
が
現
れ
伊い

那な

谷だ
に

（
長
野
県
）
ま
で
広
が

る
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
一
一
二
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
遺
物
の
包
含
層
は
栗
色

土
層
で
上
限
は
千せ

ん

居ご

ス
コ
リ
ア
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１−

３
⑥
）。
千
居
ス
コ

リ
ア
は
千
居
遺
跡
で
住
居
址
を
埋
め
る
降
下
物
で
あ
る
が
、
他
の
遺
跡
で
は
成

層
と
し
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
一
層
準
と
思
わ
れ
る
栗
色
土

層
の
最
上
部
に
ス
コ
リ
ア
が
点
在
す
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
富
士
宮
市
域
に
お

け
る
中
期
と
後
期
の
境
界
と
し
て
扱
う
。

　
遺
跡
の
分
布
は
前
期
ま
で
と
同
様
、
潤
井
川
流
域
・
芝
川
流
域
・
富
士
根
地

域
に
集
中
す
る
が
、
さ
ら
に
上
流
ま
で
進
出
す
る
。
星
山
丘
陵
で
は
、
丘
陵
面

が
浸
食
さ
れ
た
谷
や
安
居
山
低
地
な
ど
に
も
進
出
す
る
。

　
中
期
前
葉
の
遺
跡
は
、
関
東
地
方
の
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
。
中
期

中
葉
に
な
る
と
、
中
部
山
地
の
影
響
を
受
け
た
遺
跡
が
多
く
な
る
。
特
に
、
芝

川
流
域
で
は
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
で
中
部
山
地
の
遺
物
が
出
土
す
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
富
士
根
地
域
で
は
関
東
地
方
と
中
部
山
地
の
遺
物
が
混
在
し
て
出

土
す
る
よ
う
に
な
り
、
星
山
丘
陵
で
は
関
東
地
方
、
中
部
山
地
に
加
え
東
海
地

方
の
影
響
を
受
け
た
遺
跡
が
現
れ
る
。
中
期
後
葉
に
は
そ
れ
ま
で
分
布
が
な

か
っ
た
高
地
や
山
間
地
へ
の
進
出
が
確
認
さ
れ
る
。
芝
川
流
域
で
は
、
千
居
遺

跡
・
上か

み

谷が
や

戸と

遺
跡
（
猪い

之の

頭か
し
ら

）
な
ど
、
潤
井
川
流
域
で
も
不
確
実
な
が
ら
北
山

で
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
稲
子
川
流
域
で
も
確
認
さ
れ
る
。

　
千
居
遺
跡
や
上
谷
戸
遺
跡
は
、
富
士
川
か
ら
芝
川
の
沿
岸
に
連
な
る
遺
跡
の

延
長
に
あ
る
。
富
士
川
・
芝
川
の
よ
う
な
大
・
中
河
川
は
山
梨
県
境
や
八
ヶ
岳

山
麓
に
至
る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
時
期
に
高
地
に
進
出
し
た
遺
跡
は
、
中
期
末
ま
で
の
短
期
間
で
断

絶
し
て
し
ま
う
。
千
居
遺
跡
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　
千
居
遺
跡
は
、
中
部
山
地
の
土
器
が
出
土
す
る
大
規
模
な
集
落
で
、
一
〇
棟

前
後
の
竪
穴
住
居
跡
が
構
成
す
る
「
ム
ラ
」
が
、
千
居
ス
コ
リ
ア
に
埋
も
れ
て

存
続
で
き
な
く
な
り
放
棄
さ
れ
た
後
、
集
落
の
上
に
全
長
四
〇
m
以
上
の
列
石

が
二
列
作
ら
れ
た
様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１−

９
）。
広
場
を
囲
む

住
居
群
と
の
境
に
結
界
と
し
て
設
け
ら
れ
た
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
富

士
山
の
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
山
活
動
を
意
識
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
住
居
址
の
上
に
配
石
を
築
い
た
例
は
、
滝
戸
遺
跡
・
峯み

ね

石い
し

遺
跡
で
も
確
認

さ
れ
、千
居
遺
跡
と
同
様
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、こ
の
時
期
は
、

関
東
で
確
認
さ
れ
る
の
と
同
様
に
富
士
宮
市
域
で
も
多
く
の
遺
跡
が
衰
え
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
千
居
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
火
山
活
動
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
が
、
遺
跡
・
層
準
ご
と
の
出
土
遺
物
の
推
移
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
静
岡

県
内
や
全
国
の
で
き
ご
と
と
の
関
係
が
よ
り
一
層
鮮
明
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
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縄
文
時
代
後
期
（
約
四
五
〇
〇
年
前
～
三
二
〇
〇
年
前
）

　
気
候
の
寒
冷
化
は
進
み
、
中
期
に
中
部
や
関
東
に
広
が
っ
た
ク
リ
林
の
文
化

は
衰
退
し
、
中
部
山
地
の
遺
跡
数
が
中
期
に
比
べ
激
減
す
る
。
遺
跡
の
減
少
は

全
国
で
も
確
認
さ
れ
、
北
海
道
東
部
で
は
ほ
と
ん
ど
遺
物
が
発
見
さ
れ
な
く
な

る
。
海
岸
線
の
後
退
は
東
北
地
方
・
関
東
地
方
・
中
国
四
国
地
方
の
遺
跡
立
地

に
変
化
を
も
た
ら
し
、
高
台
か
ら
低
湿
地
遺
跡
や
低
地
遺
跡
に
変
化
す
る
。
中

期
後
半
か
ら
出
現
し
た
配
石
遺
構
は
東
北
地
方
を
中
心
に
大
規
模
な
環
状
列
石

な
ど
の
巨
石
文
化
に
つ
な
が
る
。
呪
術
的
・
祭
祀
的
な
遺
物
が
東
北
地
方
を
中
心

に
増
加
す
る
。
後
期
後
半
に
は
、文
化
圏
が
再
編
さ
れ
新
た
な
土
器
も
現
れ
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
三
四
九
遺
跡
に
減
少
す
る
。
中
期
末
か
ら
の

遺
跡
数
の
減
少
の
影
響
は
特
に
東
部
で
著
し
く
、
中
・
西
部
の
三
分
の
一
程
度

ま
で
激
減
し
た
。
一
方
、
中
・
西
部
を
中
心
に
長
期
間
継
続
す
る
拠
点
集
落
が

営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
弥
生
時
代
に
つ
な
が
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
減
少
し
、
六
二
遺
跡
と
な
る
。
遺
物
の
包
含
層
は

黒
褐
色
土
層
（
黒
ボ
ク
、
図
１−

３
⑦
）
で
、
三
一
五
〇
年
前
に
噴
出
し
た
と

考
え
ら
れ
る
大
沢
ス
コ
リ
ア
（
本
章
第
一
節
）
が
包
含
層
か
ど
う
か
は
現
時
点

で
は
明
確
で
は
な
い
。
遺
跡
の
分
布
は
中
期
と
同
様
で
あ
る
が
、
関
東
地
方
の

遺
物
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
。
約
四
〇
〇
〇
年
前
を
境
に
、
滝
戸
遺
跡
（
写

真
１−

10
）・
大お

お

中な
か

里ざ
と

坂さ
か

下し
た

遺
跡
な
ど
で
出
土
す
る
遺
物
が
減
少
し
、
そ
れ
以

外
の
遺
跡
は
途
絶
す
る
。
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
跡
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

関
東
地
方
や
中
部
山
地
で
顕
著
に
表
れ
た
気
候
変
動
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
集
落
立
地
の
変
化
に
よ
る
低
地
へ
の
進
出
も
起
き
て
お
り
、
富
士
山
南

～
西
麓
で
は
、
浮う

き

島し
ま

沼ぬ
ま

方
面
へ
の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
火
山
活
動

の
影
響
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。

写真１−９　上空から見た千居遺跡（赤破線の部分が大規模な列石・北東方面が富士山）

遺物の出土状況
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縄
文
時
代
晩
期
（
約
三
二
〇
〇
年
前
～
二
四
〇
〇
年
前
）

　
縄
文
時
代
晩
期
は
、
沿
岸
部
な
ど
の
一
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
衰
退

が
み
ら
れ
る
。
衰
退
の
原
因
は
寒
冷
化
に
よ
り
食
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
植

物
が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
中
部
山
地
で
は
植
物
食
に
依
存
し

て
い
た
た
め
影
響
を
強
く
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
関
東
地
方
南
部
で
は

海
岸
地
帯
に
遺
跡
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
環
境
変
化
に
応
じ
立

地
を
変
え
る
こ
と
で
生
活
手
段
の
変
更
を
試
み
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
県
内
発
見
の
時
期
別
遺
跡
数
は
一
八
四
遺
跡
に
激
減
す
る
。
静
岡
県
域
全
体

で
減
少
す
る
中
で
も
特
に
東
部
に
お
い
て
著
し
く
減
少
す
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
も
激
減
し
、
縄
文
時
代
晩
期
と
さ
れ
て
い
る
遺
跡
数
は
八
遺

跡
と
な
る
。
包
含
層
は
調
査
の
少
な
さ
も
相
ま
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現

状
で
は
大
沢
ス
コ
リ
ア
の
前
後
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１−

３
⑧
）。

ま
た
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
よ
り
上
位
は
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
で
耕
作
に
よ
る
か
く

乱
な
ど
を
受
け
て
お
り
情
報
が
少
な
い
。
後
期
か
ら
維
持
さ
れ
た
遺
跡
が
継
続

す
る
ほ
か
、
晩
期
前
半
に
若
干
回
復
す
る
が
、
晩
期
中
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
途
絶

す
る
。
潤
井
川
流
域
で
は
、潤
井
川
の
屈
曲
点
の
段
丘
上
に
大お

お

中な
か

里ざ
と

坂さ
か

上う
え

遺
跡・

大
中
里
坂
下
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
中
里
坂
下
遺
跡
は
、
後
期
か
ら
継

続
す
る
遺
跡
で
、
石
剣
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
芝
川
流
域
で
は
、
芝
川
中
流

域
の
段
丘
上
に
柚ゆ

野の

和わ

平だ
い
ら

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
未
調
査
の
た
め
詳
し

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
富
士
根
地
域
で
確
認
さ
れ
た
辰た

つ

野の

遺
跡

で
は
、
石
器
の
ほ
か
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
出
土
し
て
い
る
（
写
真
１−

11
）。

　
富
士
宮
市
域
で
の
晩
期
末
の
遺
跡
数
の
減
少
は
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
が
広
い
範

囲
に
厚
く
堆
積
し
た
こ
と
で
環
境
の
変
化
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
静
岡
県
東
部
地
域
に
お
け
る
遺
跡
数
の
減
少
と
の
関

係
は
明
確
で
は
な
い
。

遺物の出土状況

写真１−10　滝戸遺跡後期の出土遺物

写真１−11　辰野遺跡の発掘調査区と
　　　　　　出土遺物
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第
四
節
　
弥
生
時
代
（ 

二
四
〇
〇
年
前
～
一
八
〇
〇
年
前
）

　
弥
生
時
代
に
は
本
格
的
な
水
田
稲
作
が
開
始
さ
れ
、
金
属
の
使
用
や
機
織
り

の
開
始
な
ど
新
た
な
文
化
要
素
が
現
れ
る
。
水
田
経
営
の
た
め
指
導
者
の
も
と

で
集
団
と
し
て
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
、
ム
ラ
と
ム
ラ
は

土
地
や
水
な
ど
の
資
源
と
鉄
器
な
ど
の
道
具
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
や
が
て
統
一

さ
れ
て
各
地
に
小
さ
な
ク
ニ
が
生
ま
れ
、
小
さ
な
ク
ニ
は
さ
ら
に
集
散
を
繰
り

返
し
古
墳
時
代
に
続
く
。

　
弥
生
時
代
の
時
期
区
分
は
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分
け
る
意
見
や
前
期
以
前

の
「
早
期
」
を
加
え
る
意
見
が
あ
る
。
開
始
時
期
は
、
約
二
四
〇
〇
年
前
と
す

る
意
見
の
ほ
か
、
九
州
で
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
土
器
に
付
着
し
た
炭

化
物
の
年
代
か
ら
約
二
九
〇
〇
年
前
（
藤
尾
ほ
か　
二
〇
〇
五
）
と
す
る
意
見

な
ど
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
る
。

　

富
士
宮
市
域
に
お
け
る
遺
物
包
含
層
は
大
沢
ス
コ
リ
ア
よ
り
上
位
で
あ
る

が
、
耕
作
に
よ
る
か
く
乱
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
お
り
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
包
蔵
地
数
は
全
国
で
は
三
万
八
八
九
九
遺
跡
、
静
岡
県
は
一
四
八
九

遺
跡
で
あ
る
。
富
士
宮
市
域
全
体
で
は
五
〇
遺
跡
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容

が
よ
く
分
か
ら
な
い
遺
跡
も
多
い
（
図
１−

８
）。

弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期

　
九
州
に
伝
わ
っ
た
稲
作
は
次
第
に
東
に
広
が
る
が
、
初
期
は
小
規
模
で
遺
跡

数
も
少
な
い
。
西
日
本
で
は
水
田
稲
作
に
適
し
た
平
野
の
中
心
部
に
立
地
す
る

一
方
、
尾お

張わ
り

平
野
で
は
土
器
形
式
に
よ
る
中
心
部
と
周
辺
部
の
住
み
分
け
が
み

ら
れ
る
。
東
日
本
で
も
縄
文
時
代
晩
期
後
半
か
ら
弥
生
時
代
中
期
初
め
ま
で
の

遺
跡
は
少
な
く
、
確
認
さ
れ
る
遺
跡
も
小
規
模
で
短
期
間
に
廃
絶
す
る
例
が
ほ

と
ん
ど
と
さ
れ
る
。
中
期
に
は
西
日
本
（
北
部
九
州
・
畿き

内な
い

・
瀬
戸
内
・
山
陰

な
ど
）
の
平
野
部
で
遺
跡
が
密
集
し
、環か

ん

濠ご
う

集
落
や
高
地
性
集
落
も
出
現
す
る
。

中
期
後
半
に
は
東
日
本
で
も
遺
跡
が
増
加
し
特
に
平
野
部
に
密
集
す
る
。一
方
、

東
北
地
方
で
も
遺
跡
は
増
加
す
る
が
増
え
方
は
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。

　
稲
作
を
受
容
し
た
時
期
・
段
階
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
静
岡
県
域
で
は

前
期
か
ら
影
響
を
受
け
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
、
中
期
か

ら
丘
陵
や
台
地
の
裾
野
の
扇
状
地
や
小
河
川
に
沿
っ
た
高
台
に
水
田
稲
作
中
心

の
農
耕
集
落
と
み
ら
れ
る
遺
跡
が
現
れ
る
。弥
生
時
代
を
通
じ
て
遠と

お
と
う
み江
西
部（
天

竜
川
以
西
）、
遠
江
中
・
東
部
（
太
田
川
・
菊
川
流
域
）、
駿
河
西
部
（
大
井
川

か
ら
清
水
）、
駿
河
東
部
お
よ
び
伊
豆
（
富
士
川
以
東
）
の
四
つ
の
地
域
圏
に

分
か
れ
、
開か

い

析せ
き

谷こ
く

の
扇
状
地
か
ら
河
川
が
流
域
に
形
成
し
た
自
然
堤
防
上
な
ど

生
産
の
場
で
あ
る
水
田
の
適
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
で
の
弥
生
時
代
の
始
ま
り
は
前
述
の
と
お
り
大
沢
ス
コ
リ
ア
の

影
響
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
前
期
の
遺
跡
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

遺
跡
は
前
期
か
ら
始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
弥
生
時
代
中
期
の
遺
跡
立
地
は
縄
文
時
代
と
は
異
な
り
段
丘
上
で
も
よ
り
低

い
場
所
と
な
る
。
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
五
遺
跡
で
、
潤
井
川
流
域
の
渋
沢

遺
跡
・
別べ

っ

所し
ょ

遺
跡
、
潤
井
川
支
流
の
風か

ざ

祭ま
つ
り

川
上
流
の
押お

し

出だ
し

遺
跡
な
ど
五
遺
跡
が

確
認
さ
れ
る
が
、
中
期
前
半
に
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

渋
沢
遺
跡
は
富
士
宮
市
域
の
弥
生
遺
跡
の
う
ち
で
最
も
早
く
現
れ
た
遺
跡

で
、
潤
井
川
流
域
の
潤
井
川
低
地
上
流
の
段
丘
上
に
立
地
す
る
（
写
真
１

−

12
）。
丘
陵
や
台
地
の
開
析
谷
の
扇
状
地
や
小
河
川
に
沿
っ
た
平
野
部
を
望
む

位
置
に
あ
り
、
水
田
に
近
く
自
然
の
災
害
を
避
け
や
す
い
と
い
う
静
岡
県
域
に

お
け
る
弥
生
時
代
前
半
の
立
地
の
特
徴
を
示
す
例
の
一
つ
と
さ
れ
る
（
静
岡
県　

一
九
九
四
）。
ま
た
、
稲
穂
を
摘
む
た
め
の
石
包
丁
な
ど
の
農
具
と
石せ

き

鏃ぞ
く

・
石せ

き

斧ふ

な
ど
の
狩
猟
具
が
同
時
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
く
初
期
の
農
耕
生

産
力
で
は
生
活
を
維
持
で
き
ず
狩
猟
・
採
集
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
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図１−８　弥生時代の主要な遺跡
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と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら
遺
跡
が
途
切
れ
る
。
こ
の
要
因

に
つ
い
て
、
同
時
期
に
静
岡
県
東
部
で
は
低
地
へ
の
進
出
が
み
ら
れ
、
富
士
市

域
で
も
浮う

き

島し
ま

沼ぬ
ま

周
辺
の
遺
跡
が
低
地
に
進
出
す
る
（
藤
村　
二
〇
一
七
、
松
原　

一
九
九
二
）
こ
と
か
ら
、「
こ
の
地
域
で
最
初
の
水
田
耕
作
を
行
っ
た
渋
沢
の

人
々
は
、
耕
作
技
術
の
向
上
に
伴
っ
て
面
積
が
広
く
生
産
性
も
高
い
吉
原
方
面

の
低
湿
地
に
進
出
し
て
い
っ
た
」（
植
松　
一
九
七
一
）
と
す
る
意
見
が
あ
る
。

弥
生
時
代
後
期

　
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
関
東
以
西
で
遺
跡
が
増
加
す
る
。
特
に
畿
内
の
弥

生
時
代
後
期
集
落
の
約
七
割
は
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
る
。
中
期
ま
で
と
は
異
な

り
、
水
田
耕
作
に
は
不
向
き
な
台
地
地
帯
に
も
畑
作
を
基
盤
と
す
る
遺
跡
群
が

形
成
さ
れ
た
。

　
静
岡
県
域
で
は
丘
陵
上
の
集
落
に
代
わ
り
、
低
地
に
規
模
が
大
き
く
拠
点
と

な
る
よ
う
な
ム
ラ
が
営
ま
れ
る
。
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
に
か
け
弥
生
時
代

の
遺
跡
数
は
増
加
し
、
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
の
拠
点
集
落
以
外
に
も
有
力
な
ム

ラ
が
現
れ
る
。
東
部
で
も
、
愛
鷹
山
東
南
麓
な
ど
で
低
地
の
遺
跡
と
同
様
な
遺

跡
の
進
出
が
み
ら
れ
る
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
で
は
四
七
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
分
布
の
中
心
は
潤

井
川
流
域
で
、
潤
井
川
低
地
で
は
泉

い
ず
み

遺
跡
（
写
真
１−

13
）
が
確
認
さ
れ
る
。

後
半
に
は
、
潤
井
川
低
地
内
の
微
高
地
で
羽は

衣ご
ろ
こ
も

町ち
ょ
う

遺
跡
・
西に

し

町ま
ち

遺
跡
な
ど
が

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
星
山
丘
陵
や
潤
井
川
を
望
む
高
台
で
も
滝た

き

戸ど

遺
跡
・
月つ

き

の
輪わ

上う
え

遺
跡
・
月つ

き

の
輪わ

平だ
い
ら

遺
跡
・
野の

中な
か

向む
か
い

原は
ら

遺
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、

芝
川
流
域
で
も
中
流
域
に
柚ゆ

野の

辻つ
じ

遺
跡
・
猫ね

こ

沢ざ
わ

上か
み

谷が
や

戸と

遺
跡
な
ど
、
富
士
根
地

域
で
は
石い

っ

敷し
き

遺
跡
・
丸ま
る
が
い
と

ヶ
谷
戸
遺
跡
・
神か

ん

祖ぞ

遺
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

　
潤
井
川
低
地
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
が
短
期
間
で
途
絶
え
る
の
に
対
し
、
月
の

輪
平
遺
跡
な
ど
高
台
の
遺
跡
は
古
墳
時
代
ま
で
続
く
。
同
時
期
に
静
岡
県
域
で

写真１−12　渋沢遺跡の発掘現場と出土遺物
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は
高
台
へ
の
進
出
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
災
害
か
ら
の
逃
避
の
た
め
に

水
田
の
適
地
と
考
え
ら
れ
る
低
地
か
ら
高
台
に
移
動
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
一
方
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
環
濠
や
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

（
高
床
倉
庫
な
ど
）、
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

な
ど
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
同
時
期
の
東
九
州
大
野
川
流
域
、
南
九

州
シ
ラ
ス
台
地
、
南み

な
み

信し
な

濃の

伊い

那な

谷だ
に

な
ど
に
畑
作
を
基
盤
と
す
る
遺
跡
群
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
畑
作
を
基
盤
と
す
る
遺
跡
群
の
可
能
性
も
あ
る
。

写真１−13　泉遺跡の発掘の様子と出土遺物
泉遺跡では再々の洪水に見舞われた中で、集落が再構築されたことが分かっている。
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第
五
節
　
古
墳
時
代
（
一
八
〇
〇
年
前
～
一
三
〇
〇
年
前
）

　
古
墳
時
代
は
首
長
な
ど
の
墓
で
あ
る
墳
墓
の
築
造
が
特
色
で
、
水
田
稲
作
を

基
礎
に
手
工
業
生
産
や
流
通
が
発
達
し
、
よ
り
大
き
な
権
力
を
持
っ
た
豪
族
が

各
地
に
出
現
し
た
。
本
稿
で
は
前
・
中
・
後
の
三
期
に
区
分
す
る
。

　
包
蔵
地
数
は
全
国
で
は
二
〇
万
七
八
二
三
遺
跡
、
静
岡
県
で
は
二
〇
二
九
遺

跡
で
あ
る
。
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
一
一
九
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三

遺
跡
は
誤
認
、
五
遺
跡
は
古
墳
時
代
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
（
図
１−

9
）。

ま
た
、
そ
の
う
ち
二
〇
遺
跡
は
古
墳
ま
た
は
古
墳
群
で
あ
る
（
表
１

−
３
）。

遺
跡
の
包
含
層
は
、
大
沢
ス
コ
リ
ア
よ
り
上
位
で
あ
る
が
弥
生
時
代
同
様
に
か

く
乱
な
ど
を
受
け
て
い
る
た
め
、
時
期
別
の
包
含
層
は
特
定
で
き
な
い
。

図１−９　古墳時代の主要な遺跡

表１−３　主な古墳と時期　　○確実　　△可能性あり

地 域 名　　称 前 期 中 期 後 期

潤
井
川
流
域

富
士
根
地
域

朝霧高原

中里古墳
南原古墳
滝戸遺跡
塚本古墳
月の輪法印塚古墳
南部谷戸古墳群
滝戸一号墳
別所１号墳
別所稲荷塚古墳
藪塚古墳
別所蛇塚古墳
大室古墳
神祖山ノ神古墳
神祖２号墳
神祖３号墳
寺内山ノ神古墳
虚空蔵社古墳
元村山古墳
若宮古墳群
姥穴古墳

　
　
　
△
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
△

　
　

　
　
△　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
△
〇
　
　
　
〇　
△
△
△
△
〇
〇
〇
〇
〇
〇
　
△
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前
期
（
三
～
四
世
紀
）

　
三
世
紀
後
半
頃
に
前
方
後
円
墳
が
成
立
し
大
型
古
墳
の
造
営
が
始
ま
る
。
静

岡
県
で
最
古
の
古
墳
は
、
三
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
出
現
し
、
四
世
紀
に
か
け
て

磐い
わ

田た

原ば
ら

台
地
（
前
方
後
方
墳
か
ら
前
方
後
円
墳
に
移
行
）・
静
岡
（
前
方
後
円

墳
）・
清
水
（
前
方
後
方
墳
か
ら
前
方
後
円
墳
に
移
行
）・
愛あ

し

鷹た
か

山
麓
（
前
方
後

方
墳
）
で
大
型
古
墳
が
作
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
首
長
層
の
成
長
の
基

盤
と
な
る
経
済
的
に
安
定
し
た
農
耕
社
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
静
岡
県　

一
九
九
四
）。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
古
墳
を
含
め
て
、
六
八
遺
跡
で
弥
生
時
代
後
期
よ

り
増
加
す
る
。
富
士
宮
扇
状
地
で
は
、
中
期
以
降
も
続
く
浅
間
大
社
遺
跡
を
中

心
に
連れ

ん

雀じ
ゃ
く

町ち
ょ
う

遺
跡
や
城し

ろ

山や
ま

遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
時
期
か
ら
平
地
に
進
出
を

始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
潤
井
川
流
域
で
は
、
高
台
に
滝た

き

戸ど

遺
跡
や
月つ

き

の
輪わ

平だ
い
ら

遺
跡
群
、
低
地
に
泉
遺
跡
な
ど
が
現
れ
、
中
流
の
自
然
堤
防
上
や
北
山

に
も
進
出
す
る
。
芝
川
流
域
で
は
、
羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
西
斜
面
や
中
流
域
の
柚ゆ

野の

地
区

で
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
流
の
田
貫
湖
畔
で
も
長ち

ょ
う

者じ
ゃ

ヶが

原は
ら

Ｂ
遺

跡
が
確
認
さ
れ
る
。
長
者
ヶ
原
Ｂ
遺
跡
は
、
狩
猟
に
関
す
る
拠
点
と
考
え
ら
れ

る
が
、
甲
府
盆
地
を
結
ぶ
ル
ー
ト
開
発
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
富
士

根
地
域
で
は
丸ま

る
が
い
と

ヶ
谷
戸
遺
跡・石い

っ

敷し
き

遺
跡
な
ど
が
続
く
と
と
も
に
、
寺じ

内な
い

遺
跡・

木き

ノの

行ぎ
ょ
う

寺じ

遺
跡
な
ど
新
た
な
遺
跡
も
現
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
丸
ヶ
谷
戸
遺
跡
で
は
、
高
床
式
倉
庫
や
竪
穴
住
居
跡
と
と
も
に

古
墳
時
代
初
頭
に
造
営
さ
れ
た
前
方
後
方
形
周し

ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
１

−

14
）。
前
方
後
方
型
周
溝
墓
は
古
墳
と
は
異
な
り
弥
生
文
化
の
伝
統
を
引
き

継
ぐ
埋
葬
施
設
で
、
主
に
濃の

う

尾び

平
野
で
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
東

海
地
方
の
影
響
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
長
軸
方
向
が
富
士
山

頂
を
指
す
こ
と
か
ら
、
富
士
山
と
の
関
り
も
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
域
で
は
、
低
地
に
進
出
し
た
遺
跡
は
短
期
間
で
途
絶
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
後
述
の
古
墳
造
営
が
少
な
い
こ
と
と
も
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

写真１−14　丸ヶ谷戸遺跡の前方後方周溝墓



第
一
章  

先
史
〜
中
世

162

一
方
で
、
水
田
稲
作
に
不
向
き
な
高
台
で
は
遺
跡
が
継
続
す
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
畑
作
の
技
術
向
上
に
よ
る
耕
作
可
能
域
の
拡
大
、
狩
猟
・
採
集
生
活

へ
の
回
帰
、
商
品
作
物
の
導
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
前
期
に
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
古
墳
は
四
基
あ
る
が
、
確
実
な
も
の
は

な
い
。
近
接
す
る
平
野
部
（
静
岡
・
清
水
・
愛
鷹
山
麓
）
で
は
大
型
古
墳
を
造

営
す
る
勢
力
が
成
長
し
た
の
に
対
し
、
富
士
宮
市
域
で
は
低
地
に
進
出
し
た
遺

跡
が
短
期
間
で
途
絶
え
る
よ
う
に
勢
力
成
長
の
背
景
と
な
る
水
田
稲
作
が
可
能

な
土
地
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

古
墳
時
代
中
期
（
五
世
紀
）

　
中
期
に
な
る
と
、
墳
丘
規
格
の
共
有
が
政
治
的
結
び
つ
き
の
印
と
し
て
用
い
ら

れ
、
墳
丘
も
巨
大
化
す
る
。
静
岡
県
内
で
は
、
畿き

内な
い

系
の
大
型
前
方
後
円
墳
や

大
型
円
墳
が
造
ら
れ
、
首
長
層
の
階
層
差
も
現
れ
る
（
静
岡
県　
一
九
九
四
）。

富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
四
遺
跡
で
、
遺
跡
数
は
前
期
に
比
べ
て
一
〇
分
の
一

以
下
に
減
少
す
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
潤
井
川
流
域
・
芝
川
流
域
・
富
士
根
地
域
で
は
集
落
な

ど
（
古
墳
以
外
）
の
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
富
士
宮
扇
状
地
に

は
、
浅
間
大
社
遺
跡
と
北き

た

神か
ん

田だ

遺
跡
が
本
格
的
に
進
出
す
る
。
特
に
北
神
田
遺
跡

は
、
中
世
以
降
の
建
設
に
よ
る
破
壊
を
受
け
、
残
存
部
分
も
多
く
が
未
確
認
で

あ
る
が
、古
墳
時
代
中
期
の
大
集
落
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
（
写
真
１−

15
）。

こ
の
周
辺
は
、
現
在
地
に
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
が
造
営
さ
れ
る
以
前
か
ら

の
居
住
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
中
期
に
造
営
さ
れ
た
古
墳
は
、

南な
ん
ぶ
が
や
と

部
谷
戸
古
墳
群
に
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
明
確
で
は
な
い
。

写真１−15　北神田遺跡発掘現場と出土遺物



163

古
墳
時
代
後
期
（
六
～
七
世
紀
）

　
全
国
で
は
古
墳
時
代
後
期
に
入
る
と
前
方
後
円
墳
は
一
斉
に
姿
を
消
し
、
古

墳
が
規
模
縮
小
さ
れ
構
造
も
大
き
く
変
わ
る
。
山
間
部
や
離
島
に
ま
で
小
規
模

な
古
墳
が
築
か
れ
群
集
墳
も
造
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
七
世
紀
前
半
に
は
群
集

墳
も
衰
退
す
る
。
静
岡
県
内
で
も
古
墳
か
ら
群
集
墳
に
移
行
し
た
の
ち
、
七

世
紀
中
頃
に
は
遠と

お
と
う
み江
で
群
集
墳
の
築
造
が
一
斉
に
中
止
さ
れ
、
例
外
的
に
わ

ず
か
に
築
造
す
る
段
階
に
入
り
、
八
世
紀
に
は
県
下
全
域
で
消
滅
す
る
（
静

岡
県　
一
九
九
四
）。
富
士
山
は
時
折
ス
コ
リ
ア
や
溶
岩
を
噴
出
し
、
大お

お

淵ぶ
ち

ス

コ
リ
ア
が
雌お

鹿が

塚づ
か

遺
跡
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
松
原　

一
九
九
二
）
が
、富
士
宮
市
域
へ
の
影
響
を
示
す
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
富
士
宮
市
域
の
遺
跡
数
は
古
墳
を
含
め
二
〇
遺
跡
で
あ
る
。
富
士
根
地
域
や

安あ

居ご

山や
ま

低
地
な
ど
に
古
墳
が
分
布
し
、
住
居
址
は
富
士
宮
扇
状
地
や
富
士
根
地

域
に
散
在
す
る
。

　

富
士
宮
市
域
の
後
期
と
み
ら
れ
る
古
墳
は
一
五
基
あ
る
が
、
破
壊
な
ど
で

内
容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
う
ち
別べ

っ

所し
ょ

一
号
墳
は
昭
和
五
九
年

（
一
九
八
四
）・
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
副
葬
品
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容

か
ら
被
葬
者
は
ム
ラ
の
長
ク
ラ
ス
の
一
族
で
あ
り
、
金
銅
製
の
馬
具
で
飾
ら
れ

た
飾
馬
や
金
銅
製
の
飾
太
刀
を
盛
装
に
用
い
、
多
く
の
玉
類
や
耳
管
で
身
を

飾
り
多
量
の
武
具
を
持
っ
て
ム
ラ
人
を
支
配
す
る
武
人
と
し
て
い
る
（
植
松　

一
九
九
三
、
写
真
１−
16
）。

  

富
士
宮
市
域
に
お
け
る
後
期
古
墳
は
、
中
里
古
墳
の
よ
う
に
所
在
が
分
か
ら

な
い
古
墳
や
消
滅
し
て
い
る
古
墳
が
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
記
録
さ
れ
な
い

ま
ま
消
滅
し
た
古
墳
の
情
報
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
古
墳
に
対
し

住
居
址
が
少
な
い
傾
向
も
あ
り
、
北
神
田
遺
跡
の
よ
う
に
扇
状
地
の
下
に
埋
も

れ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。

写真１−16　別所 1 号墳から出土した遺物

銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

の鍔
つば

玉類

耳管
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第
六
節
　
古
代
・
中
世
に
お
け
る
自
然
と
人
の
関
わ
り

　

文
字
に
よ
る
記
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
古
代
・
中
世
に
お
い
て
も
、

自
然
と
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
結
ん
で
き
た
。
史
料
は
限
ら
れ
る
が
、
そ

の
中
か
ら
、
自
然
と
人
の
関
わ
り
が
見
え
る
も
の
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、

紹
介
す
る
。

古
代
の
富
士
山
噴
火
と
浅
間
神
社

　

古
代
以
降
に
お
け
る
富
士
山
噴
火
は
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
噴
火
を

は
じ
め
と
し
て
、
複
数
回
記
録
さ
れ
て
い
る
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
）。
中

で
も
貞じ

ょ
う

観が
ん

六
～
八
年
（
八
六
四
～
八
六
六
）
に
発
生
し
た
貞
観
の
噴
火
は
大

規
模
な
噴
火
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
『
日
本
三
代
実
録
』
な

ど
の
史
料
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、富
士
山
噴
火
の
報
告
は
、貞
観
六
年
五
月
二
五
日
（
八
六
四

年
七
月
二
日
）
に
駿
河
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
勢
い
は
甚
だ
し
く
、
地

震
も
伴
い
、
一
〇
日
余
り
経
っ
て
も
静
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
本

栖
湖
に
は
溶
岩
が
流
れ
込
ん
だ
と
し
て
い
る
。
同
年
七
月
（
八
月
）
に
は
甲か

斐い

国
か
ら
も
噴
火
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
剗せ

の
海う

み

に
溶

岩
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
に
は
、

甲
斐
国
八や

つ

代し
ろ

郡
に
浅
間
明
神
祠
を
立
て
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
浅
間
神
社

は
富
士
山
の
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
祀
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

浅
間
神
社
の
一
つ
に
山
宮
浅
間
神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
富
士
山
頂
か

ら
流
れ
出
た
青
沢
溶
岩
流
の
末
端
に
位
置
す
る
（
第
一
編
第
一
章
第
四
節
）。

現
在
、
神
社
の
本
殿
に
あ
た
る
場
所
に
建
物
は
な
く
、
溶
岩
礫れ

き

を
積
み
上
げ

た
石せ

き

塁る
い

に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
空
間
が
あ
る
（
写
真
１−

17
）。
こ
れ
は
、
富

士
山
を
直
接
拝
む
た
め
の
遥よ

う

拝は
い

所じ
ょ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
石
列
が

残
さ
れ
て
お
り
、
祭さ

い

祀し

に
お
け
る
神
官
ら
の
座
席
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い

写真１−17　山宮浅間神社の石塁と富士山

写真１−18　山宮浅間神社発掘調査の出土遺物図１−10　山宮浅間神社発掘調査図面
赤破線の箇所が石塁。

富士山の富士山の
方角方角
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る
（
宮
地
・
廣
野　
一
九
二
九
）。

　
山
宮
浅
間
神
社
で
は
、
史
跡
整
備
に
伴
い
複
数
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
（
図
１−

10
）。
調
査
で
は
、
一
二
～
一
五
世
紀
の
土は

師じ

器き

（
素
焼
き
の
土

器
）
の
破
片
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
祭
礼
の
際
に
使
用
さ
れ
、
そ

の
場
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
中
国
産
の
陶
磁
器

や
国
産
陶
器
の
破
片
も
出
土
し
て
い
る
（
写
真
１−

18
）。
石
塁
は
出
土
遺
物
か

ら
、
一
二
世
紀
こ
ろ
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
階
段

状
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

』
に
見
る
自
然
と
人
の
関
係

　
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
の
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
は
、
建
久
四
年
五
月
（
一
一
九
三
年
六
月
）

よ
り
富
士
山
の
麓
で
巻
狩
を
催
し
た
。
巻
狩
の
最
中
、
頼
朝
の
嫡
男
・
頼よ

り

家い
え

が

初
め
て
鹿
を
射
止
め
た
。
そ
の
後
、
こ
の
日
の
狩
は
中
止
し
、
晩
に
な
り
、
そ

の
場
所
で
山
神
・
矢
口
な
ど
を
祀ま

つ

っ
た
。
矢
口
と
は
、
武
家
の
男
児
が
初
め
て

獲
物
を
射
た
際
の
儀
式
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
そ

の
儀
式
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
建
仁
三
年
六
月
（
一
二
〇
三
年
七
月
）、
二
代
目
将
軍
と
な
っ
て
い
た
頼
家

も
ま
た
、
父
・
頼
朝
に
な
ら
い
、
富
士
山
の
麓
で
巻
狩
を
催
し
た
。
そ
の
際
、

頼
家
は
仁に

っ

田た

忠た
だ

常つ
ね

に
命
じ
て
人ひ

と

穴あ
な

を
探
検
さ
せ
た
。
人
穴
は
富
士
山
の
犬い

ぬ

涼す
ず

み

山
溶
岩
流
の
中
に
形
成
さ
れ
た
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
（
第
一
編
第
一
章
第
四

節
、
写
真
１−

19
）。

　
『
吾
妻
鏡
』に
よ
る
と
、忠
常
は
重
宝
の
御
剣
を
賜
り
、主
従
六
人
で
穴
に
入
っ

た
。
し
か
し
、
日
が
暮
れ
て
も
戻
ら
ず
、
翌
日
に
帰
っ
て
き
た
。
忠
常
の
報
告

に
よ
る
と
、
主
従
は
狭
い
穴
の
中
で
引
き
返
す
こ
と
が
で
き
ず
、
奥
へ
進
む
と
、

大
き
な
河
に
行
き
着
い
た
。
そ
こ
で
火
の
光
に
当
た
り
、
河
の
向
こ
う
に
奇
特

が
見
え
る
と
、
郎ろ

う

従じ
ゅ
う

四
人
が
た
ち
ま
ち
死
亡
し
た
と
い
う
。
忠
常
は
霊
の
教
え

に
従
い
、
御
剣
を
河
に
投
げ
入
れ
、
生
き
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。

写真１−19　人穴入口
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そ
の
後
、
古
老
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
人
穴
は
浅せ

ん

間げ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
御
在
所
で
、
今

回
の
こ
と
は
恐
る
べ
き
こ
と
だ
と
語
っ
た
と
い
う
。
富
士
山
の
神
仏
（
浅
間
大
菩

薩
）と
人
穴
を
結
び
つ
け
る
信
仰
が
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

富
士
海の

苔り

　
中
世
以
降
、
駿
河
国
か
ら
の
献
上
品
や
贈
答
品
と
し
て
、
富
士
海
苔
が
史
料

に
出
て
く
る
。
こ
れ
は
芝
川
の
渓
流
に
繁は

ん

茂も

す
る
淡
水
産
緑り

ょ
く

藻そ
う

の
一
種
で
、
清

涼
な
流
水
で
な
い
と
繁
茂
し
な
い
。
芝
川
海
苔
と
も
呼
ば
れ
る（
写
真
１−

20
）。

古
く
は
鎌
倉
時
代
、
上
野
の
南な

ん

条じ
ょ
う

時と
き

光み
つ

が
身
延
（
現
山
梨
県
）
の
日
蓮
に
「
か

わ
の
り
」
を
贈
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
室
町
時
代
の
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）、
時
の
室
町
幕
府
将
軍
・
足あ

し

利か
が

義よ
し

教の
り

は
駿

河
国
守
護
・
今い

ま

川が
わ

範の
り

政ま
さ

に
対
し
て
、
富
士
海
苔
を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
（
浅
間
大
社
）
の
大だ

い

宮ぐ
う

司じ

で
あ
る
富ふ

士じ

氏し

も
こ
の
富
士
海
苔
を
贈
答
品
と
し
て
活
用
し
て
い
た
。
永
享
六
年（
一
四
三
四
）

と
推
定
さ
れ
て
い
る
管か

ん

領れ
い

細ほ
そ

川か
わ

持も
ち

之ゆ
き

書し
ょ

状じ
ょ
う

写
か
ら
、
富
士
海
苔
や
伊
豆
海
苔
の

お
礼
と
し
て
、
太
刀
一
腰
が
富
士
大
宮
司
へ
贈
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
戦
国
時
代
の
公
家
・
三さ

ん

条じ
ょ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

の
歌
集
『
再さ

い

昌し
ょ
う

草そ
う

』
に
は
、
中な

か

御の
み

門か
ど

宣の
ぶ

胤た
ね

か
ら
富
士
海
苔
を
贈
ら
れ
た
時
の
も
の
と
し
て
、
宣
胤
の
和
歌
と
実
隆
の
返
歌

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
実
隆
の
返
歌
は
、「
音
に
き
く　
富
士
の
し
は
川　
し

は
し
は
も　
け
に
う
へ
も
な
き　
法の

り

の
あ
ち
は
ひ
」
と
あ
り
、
富
士
海
苔
と
そ

の
産
地
で
あ
る
芝
川
が
京
都
で
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
後
の
天
文

四
年
（
一
五
三
五
）、
実
隆
は
後
奈
良
天
皇
に
富
士
海
苔
を
献
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
戦
国
時
代
の
記
録
で
は
、
弘
治
二
～
三
年
（
一
五
五
六
～

一
五
五
七
）
に
駿
河
国
に
下げ

向こ
う

し
た
山や

ま

科し
な

言と
き

継つ
ぐ

は
、寿じ

ゅ

桂け
い

尼に

（
今
川
氏う

じ

親ち
か

の
妻
）

や
御
黒
木
（
言
継
の
養
母
で
寿
桂
尼
の
姉
妹
）
か
ら
富
士
海
苔
を
贈
ら
れ
て
い

る
。
京
都
か
ら
下
っ
て
き
た
公
家
へ
の
土
産
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

写真１−20　現在の富士海苔（芝川海苔）
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戦
国
時
代
の
風か

ざ

祭ま
つ
り

神
事

　
浅
間
大
社
で
は
、
風
祭
と
呼
ば
れ
る
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
風
祭
と
は
、

農
耕
儀
礼
の
一
種
で
、
風
を
収
め
て
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
祈
る
神
事
で
あ
る
。
現
在
、

風
祭
川
の
潤
井
川
と
の
合
流
地
点
付
近
（
富
丘
小
学
校
の
北
側
）
に
は
、女
石・

男
石
な
ど
と
名
前
の
付
い
た
石
が
あ
り
、
祭
壇
の
位
置
を
示
す
と
も
言
わ
れ
て

い
る
（『
富
丘
村
誌
』、
写
真
１−

21
）。

　
古
文
書
で
は
戦
国
時
代
か
ら
記
述
を
確
認
で
き
、天
文
二
一
年（
一
五
五
二
）、

今
川
義よ

し

元も
と

が
春し

ゅ
ん

長ち
ょ
う

に
対
し
て
四よ

ん

和お

尚し
ょ
うと
風
祭
を
安あ

ん

堵ど

し
、
怠
り
な
く
務
め
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
の
今
川
義
元
朱
印
状
で
は
、
風

祭
の
費
用
で
あ
る
風
祭
神
事
米
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、

西
は
潤
井
川
、
東
は
伊
豆
国
と
の
境
ま
で
の
範
囲
で
、
寺
社
や
不ふ

入に
ゅ
う

の
印
判
を

持
つ
者
で
あ
っ
て
も
関
係
な
く
集
め
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

　

天
文
・
弘
治
年
間
は
、
今
川
氏
が
相
模
国
の
北
条
氏
と
の
争
い
（
河か

東と
う

一い
ち

乱ら
ん

）
を
経
て
、
富
士
川
以
東
の
河
東
地
域
の
支
配
を
安
定
化
さ
せ
て
い
く
時
期

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
、
風
祭
神
事
米
が
広
範
な
地
域
か

ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
浅
間
大
社
の
神
事
で
あ
る
風
祭
が
、
今
川
氏
領

国
全
体
に
関
わ
る
神
事
に
変
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
大
久
保　

一
九
八
六
）。

写真１−21　風祭川


